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史

　

９
月
の
お
わ
り
、
学
会
で
東
京
へ

行
っ
た
際
に
街
路
樹
の
上
か
ら
甲
高
い

リ
ー
ッ
、
リ
ー
ッ
と
い
う
虫
の
声
が
聞
こ

え
ま
し
た
。
声
の
主
は
ア
オ
マ
ツ
ム
シ

で
す
。
立
ち
止
ま
っ
て
探
し
て
み
た
も
の

の
、
葉
に
紛
れ
て
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ア
オ
マ
ツ
ム
シ
は
本
州
以
南
で
、
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
鳴
く
コ
オ
ロ
ギ
の
仲
間
で

す
。
体
長
は
20
～
25
㎜
ほ
ど
、
鮮
や
か
な

若
葉
色
を
し
て
い
ま
す
。
ケ
ヤ
キ
や
サ
ク

ラ
な
ど
の
樹
上
に
暮
ら
し
て
い
て
、
木
の

葉
や
小
昆
虫
を
エ
サ
に
し
小
枝
の
先
に
卵

を
産
み
付
け
ま
す
。

　

明
治
後
期
に
中
国
か
ら
渡
っ
て
来
た
外

来
種
と
さ
れ
、
現
地
で
は
飼
育
し
て
鳴
き

声
を
楽
し
む
風
習
が
あ
っ
て
売
買
も
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ア
オ
マ
ツ
ム
シ
は
丈
夫
で
繁
殖
力
が
強

く
、
近
年
そ
の
数
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

東
京
で
は
、
最
も
多
く
鳴
き
声
を
耳
に
す

る
秋
の
虫
と
な
り
ま
し
た
。
コ
オ
ロ
ギ
や

ス
ズ
ム
シ
な
ど
の
在
来
種
を
駆
逐
す
る
の

で
は
、
と
心
配
に
な
り
ま
す
が
、
彼
ら
は

地
上
で
生
活
し
て
い
る
た
め
、
う
ま
く
住

み
分
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
温
暖
化
で
生

息
域
が
北
上
し
て
い
ず
れ
北
海
道
で
も
鳴

き
声
が
聞
か
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

巻 

頭 

言

はまなす医院　院長宅のパイプオルガンです。
院長が奏でる音色が
多忙なサンタクロースをねぎらってくれるでしょう。

（N・Y）
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大腸がん～検診で早期発見を～

　がんによる日本人の年間死亡数は、男性222,467人、女性159,038人で、そ
のうち大腸がんは、男性28,080人(第２位)、女性24,338人(第１位)です(2021
年)。ただ、早期に治療すれば完治し得る病気なので、無症状のうちに検診で発見
することが重要です。
■大腸とは（図1）
　長さは1.5m～２mで、１日に最大６Lの水分を吸収し便の形を作ります。盲
腸、上行結腸、横行結腸、下行結腸、S状結腸、直腸と進み肛門につながります。
■大腸がんのでき方と進展（図2，3）
　良性のポリープ(腺腫)ががん化するものと、正常な粘膜から直接発生するもの
があります。日本人ではS状結腸と直腸で60%以上を占めます。進行すると粘膜か
ら大腸の壁に浸潤し、壁の外に広がります。リンパ液を経てリンパ節に転移した
り、血流に乗って肝臓、肺などに転移したりします。腹

ふくくう

腔内に散らばること(腹
ふくまく

膜
播
はしゅ

種)もあります。
■症状
　初期は無症状で、進行すると血便、便秘、下痢、便の狭細化(細くなる)、腹部膨満
感、嘔吐などが起きます。貧血や体重減少に対する検査で見つかることもあります。
■大腸がん検診
　２日分の便を用いて便潜血検査を行います。便は自宅で採取でき、食事制限は
必要ありません。陽性率は6.7％、がん発見率は0.19％(2017年)で、陽性者の
2.8%に精密検査でがんが見つかることになります。対象は40歳以上で、年１回の
受診が推奨されています。市区町村で実施しており自己負担額は数百円～1000円
程度で、集団検診の他、委託を受けた医療機関で個別検診として受けられます。
■精密検査
①全大腸内視鏡検査(大腸カメラ)
　�肛門から内視鏡を挿入し、盲腸から直腸まで直接観察します。病変から組織を
採取することもでき、精密検査の第一選択です。
②注腸X線検査
　�肛門から大腸にバリウムを注入して撮影して、病変の位置、大きさ、形などを
判断します。
③大腸CT検査
　�肛門から炭酸ガスを注入して大腸を膨らませ、撮影したCTを内視鏡検査や注腸
Ｘ線検査に似せた３次元の画像に再構築し、病変を探します。

■治療
　根治的な治療は切除することで、リンパ節転移の無い早期がんでは内視鏡治療
が、それ以外は外科手術が適応となります。再発予防には薬物(抗がん剤)治療が
行われます。他臓器に転移した場合は、外科手術もしくは薬物治療が選択肢とな
ります。
■危険因子と予防
　喫煙、飲酒、肥満、運動不足は危険因子で、生活習慣の改善が予防につながり
ます。女性では加工肉の大量摂取がリスクとなる可能性があります。また血縁者
に複数名の大腸がん患者がいる場合、注意が必要です。食物繊維・カルシウムの
摂取は予防効果が期待できるとされています。

※�大腸がん検診は、はまなす医院と篠路はまなすクリニックで受けることができ
ます。精密検査と外科手術は、篠路はまなすクリニックで行っています。

理事長　工藤 岳秋

大腸がん ～検診で早期発見を～

・�大腸癌検診マニュアル
　�(2021年度改訂版)大腸がん
検診精度管理委員会編集

・国立がん研究センターＨＰ
・日本対がん協会ＨＰ

参　考
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ケープタウンのピンクッション

　先日、生花店でピンクッションという切り花が目にと
まった。オレンジ色をした握り拳大の花で、「ピンクッ
ション」の名のとおり球の表面に針がたくさん刺さって
いるようなフォルムである（英語でpin�cushionは針刺
しである）。この個性的な花は以前南アフリカを旅行し
た時に見て印象に残っていたが名前を知らずにいた。ピ
ンクッションの名前で検索をかけると「南アフリカ原産
の低木で、針のような長い雌しべが特徴的で、その姿か
ら裁縫道具の針刺しになぞらえて命名された」とある。
針に相当するのは雌しべで、花びらと雄しべは雌しべの
根元に小さくおさまっている。雌しべ一本一本は５～６cmあり、これで一つの花を形成していて、そ
の集合体を我々は鑑賞していることになる。無理に例えるとネギ坊主のようなイメージである。
　2010年８月、私はアフリカの最南端ケープタウンを訪れた。町のシンボルであるテーブルマウンテ
ンの東斜面にはカーステンボッシュという名の国立植物園がある。札幌中島公園の23倍ほどの大きさ
があり、世界自然遺産「ケープ植物区保護地域群」の一部となっている。南半球の８月は冬なのに、
最高気温は20度近くにもなり、赤やオレンジ、黄色のピンクッションが咲き乱れていた。大きなもの
は樹高が1.5mほど、群生する花々は見栄えがする。他に、南アフリカの国花であるキングプロテアを
はじめ、ストレリチアなども見られて修景も豊かだ。

　ピンクッションは発色が良く、切り花とし
て２週間ほど楽しめるため、日本ではブライ
ダル等を中心に人気が高まっている。ドライ
フラワーとしてもよく使われている。国内で
目にするものは大半が輸入品で、主に南アフ
リカとオーストラリアから輸入している。寒
さと湿気に弱いため日本の気候では栽培が難
しいのである。
　現地のピンクッションを再度見たいと思う
が、南アフリカは容易に行けるところではな
い。この度身近な花屋さんで手に入ることが
わかった。この冬は庭の花を楽しめなくなる
頃この花を購入し、自宅に飾ってみたいと
思っている。

ケープタウンのピンクッションケープタウンのピンクッション
副理事長　副理事長　工藤 立史工藤 立史
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トップ対談　さっぽろ内科・リウマチ膠原病クリニック 院長　近 祐次郎先生に聞く

さ
っ
ぽ
ろ
内
科
・
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長

｜ 

近こ
ん 

祐ゆ
う
じ
ろ
う

次
郎
先
生
に
聞
く 

｜

近 祐次郎先生

略　歴
1998年北海道大学医学部卒。2007年に北海道大
学大学院博士課程修了。2009年にはイギリスSt�
Thomas病院へ留学。北海道大学病院内科Ⅱ元助
教。日本リウマチ学会専門医、日本リウマチ学会
指導医、日本内科学会専門医、日本医師会認定産
業医、札幌市医師会理事、札幌市医師会政策担当
部長等。

の
に
、
苦
労
し
ま
し

た
。
大
抵
は
電
話
で

い
ろ
い
ろ
と
用
事
は

済
む
の
で
す
が
、
イ

ギ
リ
ス
英
語
は
と
て

も
聞
き
づ
ら
く
、
何

度
も
直
接
銀
行
に
う

か
が
っ
て
話
を
聞
か

な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

● 

学
生
時
代
は
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
に
所
属
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
今
も
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

い
ま
も
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
続
け
て
い
ま
す
。
た
だ
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
の
施
設
が
い
ま
の
地
下
鉄
な
ど
と
同
じ
１
９
７
２
年

の
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
作
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
老
朽
化
し

て
、
修
理
で
リ
ン
ク
が
使
え
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
最
近
は
３
か

月
に
一
度
く
ら
い
し
か
行
け
て
い
ま
せ
ん
。
ほ
か
に
は
真
剣
に

　
「
さ
っ
ぽ
ろ
内
科
・
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
は
Ｊ
Ｒ

札
幌
駅
北
口
そ
ば
で
２
０
１
７
年
に
開
院
し
ま
し
た
。
院
長
の

近
先
生
は
リ
ウ
マ
チ
専
門
医
で
、
北
海
道
大
学
や
地
方
中
核
病

院
に
て
豊
富
な
経
験
と
実
績
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
と
は
大
学

の
同
期
生
の
間
が
ら
で
も
あ
り
、
医
療
法
人
は
ま
な
す
の
産
業

医
を
務
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
、
先
生
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
訪
問
し
、
お
話
を
う
か
が
っ
て
き
ま
し
た
。

聞
き
手
：
医
療
法
人
は
ま
な
す
理
事
長�

工
藤
岳
秋

● 

内
科
の
中
で
も
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
の
分
野
を
専
門
に
選
ば

れ
た
理
由
は
何
で
し
ょ
う
か
？

外
来
で
も
診
療
を
続
け
ら
れ
る
専
門
分
野
を
は
じ
め
か
ら
考
え

て
い
ま
し
た
。
も
と
も
と
外
科
医
に
な
る
気
は
全
く
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
外
科
医
の
メ
ス
に
当
た
る
よ
う
な
も
の
を
内
科
で

鍛
え
よ
う
と
専
門
を
決
め
ま
し
た
。

● 

ど
の
よ
う
な
症
状
の
時
に
先
生
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

リ
ウ
マ
チ
に
関
し
て
は
こ
わ
ば
り
、
痛
み
、
腫
れ
で
す
。
医
者

で
も
診
断
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
な
か
な
か
治
ら
な
い
痛
み

が
あ
れ
ば
お
い
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
膠
原
病
な
ん

か
も
症
状
が
あ
り
す
ぎ
て
大
変
で
す
が
、
関
節
痛
か
ら
膠
原
病

と
診
断
さ
れ
て
い
る
人
は
多
い
で
す
。
次
は
皮
疹
か
な
。
こ
れ

も
通
常
は
皮
膚
科
か
ら
の
紹
介
で
来
院
さ
れ
ま
す
の
で
、
や
は

り
長
く
続
く
関
節
痛
と
い
う
患
者
さ
ん
が
圧
倒
的
に
多
い
と
思

い
ま
す
。

● 

イ
ギ
リ
ス
に
留
学
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
苦
労
さ
れ
ま
し
た
か
？
　
印
象
に
残
っ
た
体
験
を
教
え
て

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

も
ち
ろ
ん
会
話
に
苦
労
し
ま
し
た
。
ま
ず
銀
行
口
座
を
作
る

◎
対
談
を
終
え
て

大
学
に
入
学
し
て
以
来
の
付
き
合
い
が
30
年
を
超
え
ま
し
た
。

自
分
と
全
く
違
う
専
門
分
野
に
進
ん
で
く
れ
た
お
か
げ
で
、

色
々
と
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。
飲

食
店
を
出
す
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
行
っ
て
み

る
と
な
か
な
か
美
味
で
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
り
そ
う
で
す
。

ゴ
ル
フ
を
始
め
ま
し
た
。

● 

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
近
く
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
さ
れ
て
い
る
と

伺
い
ま
し
た
。
お
店
を
出
す
に
至
っ
た
動
機
を
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
？

も
と
も
と
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
を
作
る
の
が
夢
で
し
た
。

ピ
ザ
レ
ス
ト
ラ
ン
が
は
じ
め
の
夢
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
の
よ

う
な
形
に
な
り
ま
し
た
。
ピ
ザ
窯
を
作
る
の
に
今
の
場
所
で
は

ど
う
し
て
も
お
金
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
、
ま
ず
は
こ
の
ス

タ
イ
ル
で
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
つ
ぶ

れ
て
い
く
レ
ス
ト
ラ
ン
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
て
チ
ャ
ン
ス
だ
と

思
い
ま
し
た
ね
。
ぜ
ひ
食
べ
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◯ 

本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

医
業
と
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営
に
は
げ
ん
で
下
さ
い
。

さっぽろ内科・リウマチ膠原病
クリニック
〒060-0807�札幌市北区北7条西2丁目-20
NCO札幌駅北口（受付3階）
TEL�011-700-2000
https://www.sapporo-rac.jp/

近先生の経営する飲食店
●西洋料理NiNi
〒060-0807�札幌市北区北7条西2丁目-20
NCO札幌駅北口�別棟�2F
TEL�011-727-0022
https://nini-sapporo.com/
●CRAFT BEER BARヒニニツカ
〒060-0807�札幌市北区北7条西2丁目-20
NCO札幌駅北口1階（南向き）
TEL�011-700-0012
https://www.hininituka.com/

ト
ッ
プ

対
談
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腎臓病教室が開かれました！

　９月21日(木)　当院ラウンジで「第２回患者と
家族のための腎臓病教室」が開催されました。患
者さんとその家族、そして石狩市役所の保健師さ
んと栄養士さんも合わせて12名にご参加いただき
ました。当院の院長から腎臓のしくみ、病気が進
行しないための予防策について、栄養士からは食
生活の改善方法等の講義が行われました。
　１日あたりに摂取可能な塩分量や、インター
ネットで減塩食品を取り寄せる方法があることな
ど、皆さん熱心にメモを取っていました。「自分
がどんな病気なのかわかった」「取り寄せできる
食品もあるんだ」との感想が聞かれ、患者さんが
食事で迷っていることが多く、疾患についても不
安を感じていることがわかりました。医師、看護
師、栄養士に相談できることで、不安解消の手助
けができたように感じています。今後も適宜この
ような勉強会を開きたいと考えています。

はまなす医院　看護師　山田 尚子

　｢腎臓にやさしい食事のおはなし」というテーマで10分程度お話させていただきました。
　内容としましては、食事はなぜ重要なのか、食事の工夫について（塩分・たんぱく質・カリウ
ム）、そして最後に当院のお食事を紹介させて頂きました。
　治療食となると、どの食品をどれだけ食べても良いのか、これは食べても良いのか等、お食事で悩
む方もいるかと思います。そこで今回のお話では、減塩の実践方法、控えた方が良い食品の適正量に
ついて等、普段どのような点に気を付けていれば良いのかを具体的に説明しました。
　今回のお話が、少しでも普段の食事に活かせるようになれば嬉しいです。今後もお食事について
困った事があればご相談ください。

はまなす医院　管理栄養士　伊藤 　栞

腎臓病教室が開かれました！
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『透析情報管理システム』をリニューアルしました ／ 藤女子の実習生

『『透析情報管理システム透析情報管理システム』』をを
リニューアルしましたリニューアルしました

　このたび、システムのリニューアルにより初めて顔認証システムが
搭載されました。透析前後の体重測定時、顔がカメラに写ると、その
患者様を認識します。体重測定が済むと自動的にシステム側で適切な
除水量を計算して各ベッドサイドの透析装置へ条件が送られます。透
析終了後には再び顔認証が行われ、体重が自動的に記録されます。
　このシステムは、各ベッドサイドの透析装置とオンラインで繋ぐこ
とで必要な情報を送信します。手作業によるヒューマンエラーの防止
につながっており、透析装置の情報や進行状況や血圧などを受信しパ
ソコンで一元管理しています。リアルタイムに患者さまの状況を確認
でき迅速な対処が可能になって透析業務改善の一翼を担っています。
　いままでは患者さまのバーコードカードを作成し読み取っていたの
で選択ミスにつながるリスクがありました。顔認証システムではその
ようなことはなく快適に運用できています。
　これからも安心、安全の透析が行われるよう対応していきますので
ご協力よろしくお願いします。

当法人では、毎年藤女子大学の栄養学実習生を受け入れております。
今年は10月に篠路はまなすクリニックで４名、約２週間実習が行われました。

実習を終えた生徒さんたちに感想をお聞きしました。　（袋田美樹）

齊藤なつみさん
　十五夜に合わせて月見ババロアを調理し、マシュ
マロをウサギに見立てて飾り付けしたのを皆さんに
褒めていただき大変嬉しかったです。病院食を初め
て検食させていただきましたが、どれも美味しくて
驚きました。

伊川巴奈さん
　工夫次第でビビンバや麻婆豆腐など病院食で提供で
きる事に驚きました。また、調理員の方と一緒に厨房
作業も経験させていただき、同じ職場で働く方々との
信頼関係は重要だなと改めて感じました。

髙田和加奈さん
　実際の業務を目で見て体験することで色々なことを
学びました。管理栄養士として、患者さんや調理員さ
んに様々な配慮をされていたことが印象的でした。こ
の経験を生かせるよう今後も学んでいきたいです。

河村和奈さん
　食数の変動や様々な食形態、提供時間の違いなどが
あり、調理員の人数が少ない中ほぼ手作りで対応して
いることに驚きました。透析食では、脂質を増やし高
カロリーにするための工夫を学ぶことができました。
事前に考えた実施献立を提供させていただき、充実し
た実習期間を過ごすことができました。

はまなす医院　臨床工学技士　技士長　髙藤 一教

藤女子の実習生

ここに顔が
写ります
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ジ
ェ
ン
ト
ル
・
ハ
ー
マ
イ
オ
ニ
ー
と
「
冬
物
語
」

　
ジ
ェ
ン
ト
ル
・
ハ
ー
マ
イ
オ
ニ
ー
は
昨
年
購
入

し
た
バ
ラ
の
新
参
者
だ
。
今
年
は
ま
だ
幼
木
だ
が

そ
れ
な
り
に
多
く
の
花
を
見
せ
て
く
れ
た
。
整
っ

た
樹
形
に
大
輪
の
ピ
ン
ク
の
花
を
載
せ
て
い
か
に

も
優
雅
。
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ー
ズ
・
ナ
ー
セ
リ
ー

「
デ
ビ
ド
・
ロ
ー
ズ
・
オ
ー
ス
チ
ン
」
が
生
み
出

し
た
傑
作
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
な
る
ほ
ど

我
が
家
の
庭
に
あ
っ
て
も
姿
よ
し
、
香
り
よ
し

の
、
優
美
な
バ
ラ
で
あ
る
。

　
だ
が
つ
い
最
近
ま
で
ハ
ー
マ
イ
オ
ニ
ー
と
い

う
名
前
の
由
来
が
判
ら
な
か
っ
た
。
ジ
ェ
ン
ト

ル
は
一
般
的
に
使
わ
れ
る
形
容
詞
で
あ
る
。
優

し
い
、
と
い
う
日
本
語
訳
が
一
般
的
だ
が
、

人
を
傷
つ
け
な
い
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
濃

い
。
ハ
ー
マ
イ
オ
ニ
ー
は
人
物
名
だ
ろ
う
。
で

は
由
来
は
ど
こ
か
？

　
バ
ラ
の
名
前
に
は
凝
っ
た
も
の
が
多
い
。
ハ
ー

マ
イ
オ
ニ
ー
も
そ
の
一
つ
だ
ろ
う
。
か
の
有
名
な

映
画
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
に
こ
の
名
前
の
女
性
が

登
場
す
る
。
し
か
し
役
柄
を
見
る
限
り
ジ
ェ
ン
ト

ル
と
い
う
の
は
当
て
は
ま
ら
な
い
気
が
す
る
。

　
話
は
そ
れ
る
が
、
こ
の
と
こ
ろ
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ

ア
に
ハ
マ
っ
て
い
る
。
後
期
高
齢
者
の
今
頃
に

な
っ
て
初
め
て
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
を
読
む
の
で
あ

る
。
ず
い
ぶ
ん
奥
手
な
こ
と
で
は
あ
る
が
戯
曲
を

読
む
の
が
苦
手
な
こ
と
に
加
え
て
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ

ア
独
特
の
長
い
饒
舌
な
セ
リ
フ
に
恐
れ
を
い
だ
い

て
い
た
。

　
だ
が
バ
ラ
の
栽
培
に
凝
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
を
避
け
て
通
れ
な
く
な
っ

た
。
そ
の
作
品
に
ち
な
む
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
少
な
か

ら
ず
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
一
念
発
起
し
て
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
全
集

（
松
岡
和
子
訳
・
ち
く
ま
文
庫
・
全
33
巻
）を
買

い
入
れ
た
。
こ
の
夏
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
に
25
巻
ほ
ど

読
み
進
ん
で
「
冬
物
語
」
と
い
う
一
編
を
開
い
た

と
こ
ろ
ハ
ー
マ
イ
オ
ニ
ー
と
い
う
女
性
が
現
れ

た
。

　
ハ
ー
マ
イ
オ
ニ
ー
は
シ
チ
リ
ア
の
心
根
の
優
し

い
王
妃
で
あ
る
。
ひ
た
す
ら
夫
の
レ
オ
ン
テ
ィ
ー

ズ
を
愛
し
続
け
る
が
理
解
さ
れ
な
い
ま
ま
不
義
を

疑
わ
れ
て
投
獄
さ
れ
て
し
ま
う
。
お
腹
に
王
の
子

供
を
宿
し
て
い
た
ハ
ー
マ
イ
オ
ニ
ー
は
獄
中
で
女

の
子（
パ
ー
デ
ィ
タ
）を
産
み
終
え
て
死
ぬ
。

　
レ
オ
ン
テ
ィ
ー
ズ
と
ボ
ヘ
ミ
ア
の
王
ポ
リ
ク
シ

ニ
ー
ズ
は
幼お
さ
な
馴
染
み
の
間
柄
だ
っ
た
。
レ
オ
ン

テ
ィ
ー
ズ
は
ポ
リ
ク
シ
ー
ズ
と
妻
と
の
関
係
に
疑

い
を
い
だ
き
嫉
妬
に
苛さ
い
な

ま
れ
た
あ
げ
く
家
臣
の
諫

め
に
も
耳
を
貸
さ
ず
貞
淑
な
妻
を
死
地
に
追
い

や
っ
た
の
で
あ
る
。

　
レ
オ
ン
テ
ィ
ー
ズ
は
生
ま
れ
た
子
供
を
も
家
臣

の
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ナ
ス
に
命
じ
て
殺
さ
せ
よ
う
と
す

る
。
赤
子
を
憐
れ
ん
だ
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ナ
ス
は
王
の

命
に
背
い
て
ひ
そ
か
に
ボ
ヘ
ミ
ア
へ
と
逃
れ
さ
せ

る
。

　
爾
来
16
年
、
物
語
は
大
団
円
を
迎
え
る
。
ハ
ー

マ
イ
オ
ニ
ー
は
じ
つ
は
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ナ
ス
の
妻

ポ
ー
リ
ー
ナ
の
計
ら
い
で
ひ
そ
か
に
生
き
の
び
て

い
た
。
パ
ー
デ
ィ
タ
と
名
づ
け
ら
れ
た
娘
は
16

歳
、
美
し
く
成
長
し
て
ボ
ヘ
ミ
ア
の
王
子
フ
リ
ゼ

ル
と
愛
し
合
っ
て
い
た
。
事
の
次
第
を
知
っ
た
レ

オ
ン
テ
ィ
ー
ズ
は
激
し
く
後
悔
し
神
に
赦ゆ
る

し
を
請

う
。
や
が
て
パ
ー
デ
ィ
タ
と
フ
リ
ゼ
ル
は
王
と
王

妃
の
祝
福
を
得
て
結
婚
す
る
。
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア

の
中
で
も
ロ
マ
ン
ス
劇
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
の

作
品
は
あ
と
味
が
い
い
。

　
ジ
ェ
ン
ト
ル
・
ハ
ー
マ
イ
オ
ニ
ー
が
つ
ぼ
み
を

膨
ら
ま
せ
て
花
開
く
と
き
「
冬
物
語
」
が
語
り
掛

け
て
く
る
。
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4年
ぶりに

篠路はまなすクリニック　４年ぶりに新入職員歓迎会　開催　「病棟・外来・放射線科」　「透析室」 ／ 表紙写真 ／ 新入職員紹介 ／ 編集後記

透析室透析室
病棟・外来病棟・外来
放射線科放射線科

篠路はまなすクリニック

新入職員歓迎会開催

先日、孫に「スポーツの日ってなに？」と聞か
れ違和感を覚えた。
そもそも1964年に日本で初めてオリンピック
が開催され開会式の10月10日にちなんで制定
した国民の祝日が「体育の日」であったのが
ハッピーマンデーだの世界的な名称だので、
今は10月第２月曜日がスポーツの日と呼ばれ
るようになった。いろんな事が変化していく
中で、これが時代の流れなのだと思いつつも
更新ボタンを簡単にポチっとできないのが現
状である。� （Ａ・Ｈ）

後

記

編

集
新 入 職 員 紹 介

はまなす医院
看護師

松村来未さん

表紙写真
自宅のパイプオルガン

2017年
マナ・オルゲルバウ社製

　学生時代、北大パイプオルガン研究会に所属し、クラーク会館で演奏してい
ました。趣味が高じて自分で一台持ちたいと思い始め、自宅を新築するにあた
り思いきって設置するに至りました。製作は、北大オルガンのメンテナンスを
担当されていた東京のオルガン工房にお願いしました。� （工藤立史）

　９月３日に『ルンゴカーニバル札幌駅北口
店』で篠路病棟・外来・放射線科の合同歓迎会
を行いました。ここ数年で入職した６名もすっ
かり部署に馴染んでおり、理事４名・佐藤裕二
先生を含め総勢20名、とてもなごやかで楽しい
ひと時となりました。� （安藤）

　10月2 1日ミア
ボッカ北2条店で篠
路透析室の歓迎会
を行いました。令

和元年以来の開催でまとめて10名を歓迎する会
となりました。久しぶりのお酒の席では総勢31
名が出席して、大いに盛り上がりました。
� （野口）
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